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【訂正の内容】
【００２９】
　タイムスロット通信方法時には、例えばｎ秒以内、例えば１５秒以内に、ｍ個のタイム
スロット、例えば２５５個のタイムスロットが使用される。このｎ秒が一つのタイムスロ
ットサイクルを形成する。それゆえ、このタイムスロット通信方法では、一つのタイムス
ロットサイクル以内のｍ個のタイムスロットが、電子価格表示板との通信に対して使用さ
れる。電子価格表示板のそれぞれは、タイムスロットの一つに割り当てられることができ
るが、いくつかの電子価格表示板を、一つの指定されたタイムスロットに割り当てること
もできる。システムにおいては、例えば１５秒のタイムスロットサイクルの間に２５６個
のタイムスロットが、５８．６ミリ秒ずつ存在し、タイムスロットあたり２ないし５個の
電子価格表示板を個々に問題なくアドレスすることができ、一つのコマンドで個々の課題
をそれらの電子価格表示板に委任することができる。各電子価格表示板は、実行したコマ
ンドの完了（処理）を確認データを用いて応答することができ、この確認データは、好ま
しくは、コマンドを受信したそのタイムスロットにおいて送信される。それぞれの電子価
格表示板のために指定されたタイムスロットの外部では、電子価格表示板は主として、エ
ネルギーを節約するスリープ状態で運転される。スリープ状態では、その電子価格表示板
の論理ステージまたは時間操作ステージは、適時におけるウェークアップのためのタイミ
ングのために必要な活動のみを行い、それによって、その電子価格表示板は、同期化デー
タ信号の受信のための、次に当該電子価格表示板に対して指定されたタイムスロットでは
、その電子価格表示板の同期化した状態を確認し、および／または、無線モジュールとの
通信の準備ができている。同期化した電子価格表示板はできるだけ長くスリープ状態で運
転される。
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